
生 活
I 教科、種目の観点
資料作成に当たつては、共通観点の他に、学習指導要領 (平成29年 3月 )に示された各教科の目標や内容等に即して検討し、教科独自の観点を定めた。

Ⅱ 選定資料利用上の留意点
1資料の作成に当たつては、設定した観点ごとに、特に目立った事柄を取り上げること。
2利用に際しては、全体を通して総合的に判断し、各教科書の特色をとらえるとともに、地域の実態、その他の条件を考慮して、適正な採択のための資料とすること。
3前記の観 J点と次表の観点、具体項目と|ま、対応させて読み取ること。

1教育基本法の理念や第二期長崎県教育振興基本計画の趣旨・内容を踏まえて、豊かな人間
'隆
の育成を図る上での特長

教科の特質に応じて、「教育の目的」及び「教育の目標」の達成、「本県教育が目指す人間像」の育成に資する内容、構成となつているか。

ふるさと長崎の伝統・文化や歴史、自然について理解を深める学習に生かせる題材が扱われているか。

2学習指導要領の目標や内容等を踏まえて、確かな学力の育成を図る上での特長

基礎的・基本的な知識・技能が確実に習得されるよう工夫されているか。

知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力等が育成されるよう工夫されているか。

主体的に学習に取り組む態度が身に付くよう工夫されているか。

活動内容及び教材は、児童の身近な事象を取り上げ、具体的な活動や体験を通して気付きの質を高めるよう工夫されているか。

具体的な活動や体験を通して、自分自身、身近な人々、社会及び自然の特徴やふさ、それらの関わり等に気付き、自分自身や自分の生活について考え、表現するこ
とができるよう工夫されているか。

入学当初において、生活科を中心とした合科的・関連的な指導を行うスタートカリキュラムが編成できるよう工夫されているか。

3学習効果や使いやすさ、見やすさ(ユニバーサルデザイン)等の観点からの表記・表現や体裁の特長

文章は、分かりやすく、質・量ともに豊かな記述内容となつているか。

写真、挿絵、図表などは、学習意欲を高めるとともに、学習内容との関連や学習効果に十分配慮されているか。

レイアウトや色彩、文字の大きさ、挿絵の活用、紙質、製本等については、適切に配慮されているか。
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生活

|め したへつなぐ目分たんけん」で
は、家族や身近な人々にイ ンタ
ビューしたり、自分の成長について
まとめた りする活動を設けること
で、成長の喜びを実感できるよう配
慮されている。

。身近な自然を観察し、それらを生か
して遊びをつくり出す活動に関する
資料を掲載することで、自然の不思
議さに気付き、自然を大切にする態
度を養 うことができるよう配慮され
ている。

I秋はどこにやつてきた」では、
様々な地域の暮らしや行事として、
「長崎くんち」を紹介することで、
伝統と文化を尊重し、それらを育ん
できた本県の歴史について理解を深
めることができるよう配慮されてい
る。

・動植物の写冥を豊富に掲載し、植物
の成長を順を追つて提示したり、動
植物クイパを取り入れたりすること
で、楽しみながら、基礎的・基本的
な知識・技能を身に付けることがで
きるよう工夫されている。

｀

・ 巻末の「学びのポケット」では、生
活に必要な習慣や技能をわかりやす
くまとめるとともに他教科との関連
も記載することで、繰 り返し活用す
ることで基礎的・基本的な技能を身
に付けることができるよう工夫され
ているも

教 出学  図
・ 各阜元末では、早元内での記録をま
とめることで、学習を振 り返 り、こ

れまで学んだことや 自分の成長に気
付 くことができるよう配慮 されてい

る。
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「まちのきせつ」ではヽ地域での伝
統的な行事として、「のんのこまつ
り」を掲載することで、本県の季節
行事への興味・関心を高めることが
できるよう配慮されている。

各単元の学習のねらいを保護者にも
分かるように明示し、二次元コー ド
を掲載することで、学校と家庭で協
力して生活に必要な習慣や技能を身
に付けさせることができるよう工夫
されているも

・巻末では、 「みる 。あそぶ・はな
す 。きく ,か く。はっぴょうする」
などの学び方を分かりやすく掲載す
ることで、基礎的・基本的な技能を
身に付けることができるよう工夫さ
れている。

大日本
|かでくはなかよし」では、 自分の
家族について考える活動を設けるこ
とで、家族の大切さや家庭における
自分の役割に自然に気付くことがで
きるよう配慮されている。

・ 継続的な飼育 。栽培活動を設定した
り、自分たちで育てた野菜を味わう
栽培活動を位置付けた りすること
で、生命の尊さに気付いたり、食に
ついて考えたりすることができるよ
う配慮されている。

「ふゆとなかよし」では、「日本の
たこ、せかいのたこ」のすつとし
て、本県の「はた」を紹介すること
で、本県の伝統や文化への興味 。関
心を高めることができるよう配慮さ
れている。

・身近な生き物や花などを豊富に紹介
したり、種まきから開花までの植物
の成長を順を追つて提示したりする
ことで、知識・技能として身に付け
ることができるよう工夫されてい
る。

・巻末の「がくしゅうどうぐばこ」で
は、生活に必要な習慣や技能、季節
の植物などを整理して掲載すること
で、基礎的・基本的な知識・技能が
習得されるよう工夫されている。

東 書
|じ心んでできるよ」では、家

「

廷で
の自分の役割を進んで増や していく

学習活動を掲載することで、自立ヘ

の態度が養われるよう配慮されてい

る。

・ 地域で働いている人々や生活してい
る人々と関わる活動を繰り返し設定
することで、自分たちを見守る周囲
の人々の思いに気付き、周囲に感謝
しながら心豊かに成長できるよう配
慮されている。

・ 昔から伝わる遊びや地域の行事、節
季・節句の象徴などを掲載すること
で、日本の伝統や文化に親しむとと
もに、本県の行事や伝統への興味・

関心を高めることができるよう配慮
されている。

発表 の往 万や 活動 の約 束 、二次
コー ドを掲載することで、学習の場
だけではなく日常生活の中でも活用
できるよう工夫されている。

・ 巻末のペマジで、昆虫や植物を実物
大で掲載したり、生活に必要な習慣
や技能を整理して掲載したりするこ
とで、基礎的・基本的な知識・技能
を身に付けることができるよう工夫
されている。
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Ⅲ 生活

・ 各地の自然、特色ある伝統行事や

祭 り、 日本遊びなどを掲載す るこ

とで、本 県 の行事や祭 りに も興
味 。関心をもたせ ることができる
よう配慮されている。

・季節に応 じた遊びや動植物の育て
方 を分か りやす く掲載 した り、
ホームページの活用を促 したりす
ることで、基礎的・基本的な知
識・技能を身に付けることができ
るよう工夫されている。

・巻末 「ちえとわざのたからばこ」
で、基礎的・基本的な知識・技能
として身に付けさせたい内容や事
柄をまとめて示すことで、必要に
応 じてそれらを活用することがで
きるよう工夫されている。

日 文
「こんなに大きくなつたよ」で
は、自分の成長について多様な視
点や方法でまとめ
りする活動を仕組
の喜びを味わうこ
配慮されている。

「ポケット図かん」の内容を充実
させることで、児童の興味・関心
を高め、楽 しさや親 しみ、驚きや
感動、不思議さや好奇心を呼び起
こしながら活動を発展できるよう
配慮されている。
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啓林館
・ 児童の自己評価の視点や教師の言葉
かけ、板書例を具体的に示すこと
で、児童が各単元での学びを振り返
:り ながら、成長を確かめたり、教師
が自立を支えたりすることができる
よう配慮されている。

「ひろがるきもち」のコーナーを設
け、学びを日常生活へ発展させるよ
う促すことで、優しい心で相手に接
する態度を養 うことができるよう配
慮されている。

|きせつだより」で、本県の海の写
真をはじめ、全国各地の自然の様子
を掲載することで、児童が地域への

興味 P関心を高め、愛着をもつこと
ができるよう配慮されている。

・保護者にも生活科の学習内容が分か
るように明示したり、二次元コー ド
を掲載したりすることより、学校と
家庭が協力して生活に必要な習慣や
技能を身に付けさせることができる
よう工夫されている。

・巻末「がくしゅうずかん」で、生活
に必要な習慣や技能、季節の動植物
や育て方などを整理して掲載するこ
とで、基礎的 。基本的な知識・技能
を身に付けることができるよう工夫
されている。

Iなつのたのしみ」 |ふゆのたのし
み」 「きせつのおくりもの」の各
ページで、地域の伝統行事や季節の

動植物、町の様子などを紹介するこ
とで、本県の行事や自然の様子に興
味・関心をもたせることができるよ
う配慮されている。

。身近な動植物を大きな写買で提示し
たり、二次元コー ドを利用して季節
の資料を見ることができるようにし
たりすることで、知識・技能が確実
に習得できるよう工夫されているも

・ 巻末 「ひろがるせいかつ じてん」
で、生活に必要な習慣や技能を整理
して示すことで、児童が繰り返し活
用しながらそれらを身に付けること
ができるよう工夫されている。

光 村
各単元末に振 り返 りのベージを設
け、学びを深めたり日常生活に生か
したりする活動を仕組むことで、自
分の成長を実感したり、さらなる成
長に向けて意欲を高めたりできるよ
う配慮されている。

「どうすれば」コーナーで児童に考
えてはしい点をイラス トで複数示す
ことで、社会規範や道徳性などの豊
かな人間性を身に付けることができ
るよう配慮されている。

信 教
。各単元において、児童が字板や粟庭
で学習を振り返っている様子をイラ
ス トと吹き出しを用いてわかり・やす
く示すことで、周りの人々の温かな
支えの中で成長している自分を実感
できるよう配慮されている。

・ 動物や植物との継続的なかかわりを
大切にした単元構成とし、飼育・栽
培活動の発展や表現の具体例を掲載
することで、生き物への親しみをも
ち、生命を大切にしようとする態度
を育てるよう配慮されている。

・端午の節句や七夕など日本に伝わる
季節の行事、正月などの伝統行事に
込められた人々の願いや思いを調べ

る活動を充実させることで、本県の

伝統的な季節行事について興味 。関
心をもたせることができるよう配慮
されている5

。生活に必要な習慣や技能を絵や文で
示すことで、学習を通してそれらを
身に付けることができるよう工夫さ
れている。

身近な動植物を写真や絵で大きく掲
載することで、意識して名前を覚え
たり育て方を理解したりするなどし
て、基礎的・基本的な知識 。技能を
身に付けることができるよう工夫さ
れている。
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Ⅲ 生活

教  出
・ 活動後に書くカー ドの例を掲載する
ことで、それらを参考にしながら自
らの表現力を高めることができるよ
う工夫されている。

・学んどことを言葉で伝え合う活動を
設定することで、コミュニケーショ
ン能力を育てたり、新たな課題を考
えたりできるよう工夫されている。

・ 単元の冒,真に字習のめあてをサイコ

ロの枠囲みで明示 した り、ヒン トや
やくそくコマナーを設けたりするこ
とで、主体的に学習に取り組むこと
ができるよう工夫されている。

・ 各単元に自信や意欲のバロメーター
「まんぞくはしご」のページを設け
ることで、学習意欲を高め、課題解
決への達成感を味わうことができる
よう工夫されている。

・地域の人の話や本、インターネット
など多様な情報を活用する場面を示
すことで、場や状況に応 じた思考
力、判断力、表現力等を育むことが
できるよう工夫されている。

。各単元で、様々な人との関わりを
キャラクターを用いて提示すること
で、興味・関心を高めるとともに、
コミュニケーション能力が育まれる
よう工夫されている。

・ ギ舌動の展開を |どきどき」 Iいきい

き」 「ふむふむ」 「にこにこ」と段

階的に示すことで、自ら課題を見付
け、主体的に解決 していく態度を身
に付けることができるよう工夫され
ている。

「ものしリノー ト」で、植物を利用
した遊びや育て方、昆虫の生態の一

端を紹介することで、自らの体験と
重ねながら課題を見付け、主体的に
学習することができるよう工夫され
ている。

学  図大日本
・活動の写真や絵、作品例を掲載する
ことで、児童が実際の生活と比べな
がら問題解決を行い、思考力、判断
力、表現力等が育まれるようよう工

夫されている。

。話形を示したり、友達との交流場面
を設定したりすることで、自分の思
いを自分の言葉で表現することがで
きるよう工夫されている。

単元の冒映に字習問題をl五 μヽ口`の枠囲
みで明示することで、課題を明確に
し、主体的に学習に取り組むことが
できるよう工夫されている。

ヒン トコーナーで「せいかつこと
ば」や「きらきらことば」を紹介す
ることで、興味・関心をもつて学習
に取り組むことができるよう工夫さ
れている。

東 書
課題を解決するヒントを児童や教師
の言葉で適宜紹介することで、それ
を手掛かりにして、考えたり表現し
たりすることができるよう工夫され
ている。

「見付ける」「比べる」「たとえる」「試
す」「見通す」などの多様な学習活
動例を写真や挿絵、吹き出しなどで
示すことで、思考力を育むことがで
きるよう工夫されている。

キャラクターを用いて気付さを促し
たり、活動内容を示したりすること
で、学習内容や活動の流れを理解
し、進んで学習に取り組むことがで
きるよう工夫されている。

学習の節 目に「OOを つたえよう」
「OOをつたえ合おう」などの封話
を促すページを設けることで、これ
までの学習を振り返り、身に付けた
技能を基に主体的に表現することが
できるよう工夫されている。

体
的

に
学
習

に
取

り

に
付

く
よ
う

工
夫

さ

れ組
てむ
い態
る度

(3)
か身 主

(2)

るれ力必課知

れ育  た用
て成判 め し
い さ断にて

指
導
要
領
の
目
標
や
内
容
等
を
踏
ま
え
て
、

確
か
な
学
力

の

を
図
る
上
で
の
特
長

2

育学

成習



Ⅲ 生活

・
詈〒宅家許百デ習上チニを考塞手
るとにより、学習の流れを明確に
し、主体的に学習を進めることが
できるよう工夫されている。

ページに児童の興味をひく写真
大きく掲載したり、活動の様子
イメージできるように写真やイ
ス トを効果的に配置したりする
とで、主体的に学習に取 り組む
とができるよう工夫 されてい

一屏
を
が
ラ
こ
こ
る

日 文
。枯動 の写真や絵 、作 品例 を掲載
し、それを問題解決に役立てるこ

とで、思考力・表現力を育てるこ

とができるよう工夫されている。

・「見つける」 「比べる」 「たとえ
る」「試す」などの学習活動を、
写真や絵、言葉などで掲載するこ
とで、思考力、判断力、表現力等
を身に付けることができるよう工

夫されている。

啓林館
。身振 り手振 りや冥物提不、グループ

内での伝え合いなどの多様な言語活
動を掲載することで、児童が生き生

きと活動しながら表現力を身に付け
ることができるよう工夫されてい
る。

・活動後に児童が書くカー ドの例を掲
載することで、それらを参考にしな
がら、表現力を身に付けることがで
きるよう工夫されている。

・年間を通して、単元を 1わ くわく」|
いきいき」「ぐんぐん」の展開で繰
り返すよう紙面を構成することで、
児童が主体的に学習に臨むことがで
きるよう工夫されている。

・ 紙面右下に児童同士のやりとりを適
宜設定することで、主体的な活動が
日常生活にもつながるよう工夫され
ている。

光 村

「どうすれば」で、いろいろな問題
解決の方法を紹介し、自分で考える
欄を設けることで、思考力や判断力
を身に付けることができるよう工夫
されている。

Iステップ」のぺ▼シでは、たくさ
んの写真や絵、児童のつぶやきを掲

載することで、自由に気付きを表現
することができるよう工夫されてい
る。

単元 を Iホ ンプ」 |ス テ ップ」
「ジャンプ」 「もつとやつてみた
い」の 4つで構成し、学習活動のね
らいや流れを明確に示すことで、主
体的に学習に取り組む態度を養 うこ
とができるよう工夫されている。

はがせるシールを用いて「ジャンプ
大しゅうごう」を作り、 1年間の学
びを視覚化することで、自分の学び
を振り返り、さらに学習意欲を高め
ることができるよう工夫されてい
る。

信 教

・ 単元ごとに、活動内容に関連する季
節の歌や詩を掲載することで、いろ
いろな言語に触れ、豊かな表現力を
身に付けることができるよう工夫さ
れてャヽる。

。目ら課題をもつて 1調べ」 I考え」
「行い」「表現する」活動を意図的
に配列することで、問題解決で活用
する技能を身に付けることができる
よう工夫されている。

。各単元で、自分や友達の生活・成
長・地域との関わりを振り返る場面
を設定することで、自分や友達の成
長に気付き、より主体性が高まるよ
う工夫されている。

学習の流れにス トーリー性をもたせ
ることで、主人公と同じ立場に立っ
て考えたり、活動したりしながら主
体的に学習に取り組むことができる
よう工夫されている。
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生活

教 出

・諸感覚を使つた観祭や見方を変える

視点を示したり、予想や整理して考
える等の学習活動を促 したりする
「ヒン ト」を設けることで、児童の

気付きの質を高めることができるよ
う工夫されてぃる。

児童が活動後に書いたカー ドを掲載
し、感 じたことなどを例示すること
で、それらを手掛かりとして気付き
の質を高めることができるよう工夫
されている。

・ 活動の終わりに自己評価の欄や I伝

えたいな」のコーナーを設けること
で、活動を振 り返り、自分自身や自
分の生活について考え、表現するこ
とができるよう工夫されている。

・ 四季の変化についての資料を掲載す
ることで、身近な自然や生活の変化
などに気付きながら、自分自身や自
分の生活ついて考えることができる
よう工夫されている。

・ 幼児期に習得 したことを生かして平舌
動するページを掲載することで、児
童が幼児期とのつながりを感じなが
ら、学校生活に適応できるよう工夫
されている。

・ 幼児期に体験した遊びや一日の学校
生活の様子が分かるページを掲載す
ることで、合科的・関連的な指導を
行 うことができるよう工夫されてい

る。

|みんななかよしいちねんせい」の

特設ページを設けることで、入学し
たばかりの児童が学校生活にスムー
ズに適応できるよう工夫 されてい

る。

「がつこう だいすき」では、折り
込み 8ページの中に一 日の学校生活
の流れをイラス トで示すことで、合
科的・関連的な指導を行 うことがで
きるよう工夫されている。

学

・活動で得られた児童の気付きや思い

を絵や工作物、手紙、劇化等の様々

な方法で表現する例を示すことで、
気付きの質を高め、次への活動へと
広げられるよう工夫されている。

「わたしのあさがお」や「わたした
ちの野さいばたけ」では、成長の過
程を分か りやす く示す ことで、栽
培、観察を通して気付きの質を高め
ることができるよう工夫 されてい

る。

・各単元に |も のしリノー ト」を掲載
し、遊び方、作 り方、育て方等を分
かりやすく示すことで、人や自然に

関心をもつて学習できるよう工夫さ
れている。

活動についての思いや願い、気付き
等を表現しているカー ド例を掲載す
ることで、児童が活動を振 り返 りな
がら自分の考えを豊かに表現するこ
とができるよう工夫されている。

字穣の一日の流れを知らせる写冥を

掲載することで、学習規律やあいさ
つの指導等の適応指導を徹底するプ
ログラムを仕組むことができるよう
工夫されている。

幼児教育で慣れ親しんだゲームを紹
介することで、入学当初の児童の不
安を和らげながら、合科的・関連的
に指導できるよう工夫されている。

大日本

各単元の活動では、挿絵や写真、イ
ラス トの吹き出し、巻末の資料等か
ら必要に応じてヒントが得られるよ
うにすることで、気付きの質を高め
ることができるよう工夫 されてい

る。

・ 地域の人にたずねた り、ペア、グ
ループ、全体などの交流や伝え合い

などの表現活動を繰 り返したりする
学習を位置付けることで、気付きの

質が高まるよう工夫されていると

・活動を通して気付いたことをカー ド
にまとめ、保護者や地域の人々や園
児に紹介する活動例を設定すること
で、自分自身や自分の生活について

考えることができるよう工夫されて

,ヽる。

・ 「せいかつことば」「きらきらこと
ば」を掲載することで、表現力の向
上を図り、自分自身や自分の生活に
ついて考え、表現することができる
よう工夫されている。

1幼児別の終わりまでに育つてほし
い姿」の主な例やスター トカリキュ

ラムの意義について解説した保護者
メンセ~ジを掲載することで、学校
と家庭との連携を図ることができる
よう工夫されている。

・ スター トカリキュラムの参考となる
特設ページを設けることで、入学当
初において生活科を中心とした合科
的・関連的な指導から教科へ分化し
ていくことができるよう工夫されて
ヤ`る。

東 書

・ 公園や校庭の季節による変化を挿絵
や写真、吹き出し、児童作品等で示
すことで、それを手掛かりに気付き
の質を高めることができるよう工夫
されている。

「まちたんけん」では、季節に応じ
て暮らしや町の様子の変化を探る活
動を繰 り返すことで、自分の町に対
する気付きの質を高めることができ
るよう工夫されている。

|あそびずかん」や |お もちやずか
ん」では、教材や活動を掲載するこ
とで、児童の興味・関心、学校や地

域の実態等に応じて参考にできるよ
う工夫されている。

発達の段階に応じて、活動や体験を
通しての気付きや分かつたこと等を
振 り返る活動のコーナーを位置付け
ることで、自分自身や自分の生活に
ついて考え、表現することができる
よう工夫されている。
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Ⅲ 生活

日 文
・ 巻末資料を掲載することで、各単元
の写真やイラス ト、図、吹き出し等
と関連させながら考え、気付きの質
を高めることができるよう工夫され
ている。

・ 活動の節 目に「はつけんカエ ド」や
「ふ りかえる つなげる」コラムを
掲載することで、新たな発見のヒン

トとし、さらに質の高い気付きが得
られるよう工夫されている。  _

反達や地頚の人、家族との関わりを

表す写真やイラス ト、吹き出し等を

掲載することで、自分自身や自分の

生活について考え、表現することが
できるよう工夫されている。

・ イラス トで授業の板書例を示すこと
で、児童が自ら学習の見通 しをも
ち、活動に取り組むとともに、学習
を振 り返って、気付きを表現できる
よう工夫されている。

|いちねんせいになつたら」では、
幼児期の終わりまでに育ってほしい

姿をもとに、学校生活の様子や保護
者へのメンセ‐ジを掲載すること
で、不安を和らげ、楽しい学校生活
を送ることができるよう工夫されて
ヤ`る。

園で経験した遊びやゲームを掲載す
ることで、学校生活に生かしなが
ら、合科的・関連的な指導ができる
よう工夫されている。

・活動の節目に目己評価の欄や次の浩
動へつながるよう「ひろがるきも
ち」を設けることで、自分自身や自

分の生活につなげて考えることがで

きるよう工夫されている。

・学習を保護者と共有できるよう二次
元コードやメッセージを掲載するこ
とで、学校での学びを生活の中でも
活用できるよう工夫されている。

保護者へ向けたメッセージ、園で体
験してきた活動の様子や学校生活で
の楽しそうな写真などを掲載するこ
とで、入学時の不安や緊張を和らげ
ることができるよう工夫 されてい

る。

「がつこうだいすき あい うえお」
で、あい うえおを合言葉とし、写真
で学校生活の様子を掲載すること
で、楽しみながら合科的・関連的な
指導に導くことができるよう工夫さ
れている。

啓林館
|が くしゆうずかん」や Iわ くわく
ボックス」等を掲載することで、学
びが広がり、気付きの質が高まるよ

う工夫されている。

・ 季節ごとに継続して町のよさを発見
する活動を位置付け、それぞれのね

らいに則した児童の言葉を示すこと
で、気付きの質を高めることができ
るよう工夫されている。

・ 様々な活動の写冥を掲載すること
で、児童の興味・関心に応じて活動
を決定することができるよう工夫さ
れている。

「どうすれば」のコーナーに「ほか
にもあるかな」の欄 を設けること
で、自分で考え活動に臨むことがで

きるよう工夫されている。

・幼児期の終わりまでに育つてほしい

姿を踏まえて「あたらしい いちね
んせい」を設けることで、学級の友
達や教師との望ましい関係を築くと
ともに学校生活への不安を和らげる
よう工夫がされている。

・ 児童の写真とともに活動に関するコ

メン トを掲載することで、園で体験
していたゲエムや遊びを想起させな
がら、合科的・関連的な指導ができ
るよう工夫されている。

光 村

学習のねらいに即した言葉の吹き出
しを示すことで、実際に動作化し、
質の高い気付きへと導くことができ
るよう工夫されている。

自分の活動を振iり 返つて書くシール
を設けることで、それを活用して、
気付きを関連付けたり、視点を変え
て捉えたりしながら気付きの質を高
めることができるよう工夫されてい
る。

・ 児童の言葉をイラス トで示したり、
体験活動カー ドを掲載したりするこ

とで、自分自身や自分の生活に目を
向け、考えることができるよう工夫
されている。

・ 自然との関わり方や行事に込められ
た人々の思いを調べる活動を位置付
けることで、自分の生活について考
えることができるよう工夫されてい

る。

・ 導入
「
うれしいな いちねんせい」

において、様々な人とのあいさつの

場・面を提示することでtコ ミュニ
ケーションの大切さや人とのつなが
りについて児童が気付くことができ
るよう工夫されている。

・ 学校生活の一日の流れや幼児期に学
んだ遊びを掲載することで、合科
的・関連的な指導ができるよう工夫
されている。

信 教

夢中になつて活動する姿や懸動を表
す言葉を掲載することで、活動への

意欲を喚起し、気付きの質を高める
ことができるよう工夫されている。

地域に根差した季節ごとの遊びや活
動を掲載することで、具体的な活動
や体験への意欲を高めることができ
るよう工夫されている。
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Ⅲ 生活

・各単元の扉に印象的な写冥を掲載し
たり、おしゃべリタイムを設けたり
することで、活動の見通しをもつこ
とができるよう工夫されている。

・ 大きさはAB判で、学習のねらいや
関連する情報を見開き上部にまと
め、学習のポイント、巻末の資料と
の関連などを明示することで、分か
りやすい紙面構成になるよう工夫さ
れている。

教 出

Iやくそく」 |ひんと」 Iできるか

な」「図かん」のコーナーやページ

を掲載することで、児童が学習や活
動をイメ‐ジできるよう配慮されて
ヤヽる。

新 1年生や家族、町の人などの笑顔
に満ちた写真を掲載することで、進
んで人とかかわり、人の思いを大切
にする態度を育むことができるよう
工夫されている。

二次元コー ドを掲載することで、そ
れを活用して活動への興味・関心を
高めることができるよう工夫されて
いる。

学  図
Iも のしリノー ト」 I学び方図か
ん」 「ちゃれんじずかん」などを充
実させることで、児童が参考にしな
がら自分で活動を広げられるよう配
慮されている。

生き生きとした唐動の様子をとらえ
た写真やイラス トを豊富に掲載する
ことで、活動への興味・関心を高め
ることができるよう工夫 されてい

る。

・二次元コードを掲載することで、そ
れを活用して、実際の動きを見たり
説明を聞いたりしながら進んで学習
に取り組むことができるよう工夫さ
れている。

・大単元の導入において写真や絵を見｀
開きのペエジに大きく掲載すること
で、興味 。関心を高めることができ
るよう工夫されている。

大きさはA4変形判で、挿絵や写真
にかかる吹き出しを淡い色調で統一

することで、要点が分かりやすい紙
面構成になるよう工夫されている。

大日本
「せいかつことば」を掲載すること
で、児童の語彙力の向上や言語能力
の育成を図りながら、児童の学びを
支援できるよう配慮されている。

・透日月シー トや自黒与冥を掲載するこ

とで、教科書をめくりながら興味・

関心を高め、活動に取り組むことが
できるよう工夫されている。

・夢中になって活動している児童の写
真や見開きの大きな写真などを掲載
することで、意欲的に活動できるよ
う工夫されている。

単元名の文字や配置を変え、課題を

風船の枠の中に配置することで、単
元構成や学習の流れが分かりやすく
なるよう工夫されている。

大きさはAB判で、写真や作品例を
大きく表示したり、季節感を感じら
れるよう白黒とカラーのページを用
いたりすることで、見やすく分かり
やすい紙面になるよう工夫されてい

る。

東 書

・児童向けの全ての文章を文節で分か

ち書きにしたり、紙面をシンプルに

構成したりすることで、児童が情報
を読み取りやすいよう配慮されてい

る。

・ 各単元ことに生き生きとした活動場
面の写真を掲載することで、活動ヘ

の期待感を高めることができるよう
工夫されている。

・ 二次元コー ドを掲載することで、そ
れを活用 して虫の鳴き声を聞いた
り、おもちゃの動きを実際に見たり
しながら、進んで学習に取り組むこ

とができるよう工夫されている。

清動の様子を見開きベーンとして分
かりやすく配列したり、タイ トルを

単元ごとに色分けした りすること
で、学習のイメージをもつことがで
きるよう工夫されている。

大きさはA4判で、挿絵を淡い色調
で統一し、写真と見分けやすくする
ことで、落ち着いて学習に取り組む
ことができるよう工夫されている。
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生活

・ 串元の扉、活動場面、振 り返 り場
面、 「ポケットずかん」等、それぞ
れのページでデザインや色調を整え
ることで、見やすくなるよう工夫さ
れている。

・ 大きさはAB判で、様々な植物の成
長の様子や実際の点字を掲載するこ
とで、興味・関心をもつて学習でき
るよう工夫されている。

日 文
・児童の気付きを促す説明や思考を促
す言葉を掲載することで、児童が学
習活動のイメージを豊かにすること
ができるよう配慮されている。

・ 実物が分かりやすいような写真やイ
ラス トを豊富に掲載することで、学
習意欲を高めることができるよう工

夫されている。

・ ホームページのア ドレスを掲載する
ことで、それを活用して季節の動′腟
物や遊び、発表の仕方などを見なが

ら、進んで学習に取り組むことがで
きるよう工夫されている。

啓林館
・巻末に「がくしゅうずかん」 Iし ら
べよう」などの豊富な資料を掲載す
ることで、児童が個に応じて活用で
きるよう配慮されている。

・児童、家族、地板の人の笑顔に満ち
た写真を掲載することで、人とのふ

れあいを大切にすることができるよ

う工夫されている。

。二次元コー ドを掲載することで、そ
れを活用して実際の動きを見たり聞
いたりしながら進んで学習に取り組
むことができるよう工夫 されてい

る。

写員や挿絵、学びのポイン トなど
を、学習の流れに沿つたレイアウト
で提示することで、それらを参考に
しながら主体的に学習できるよう工

夫されている。

・ 大きさはAB判で、単元の色調をそ
れぞれ統一したり、学習のめあてを
大きな文字で表したりすることで、
見やすくなるよう工夫されている。

光 村

・発達の渋階に応 した文軍量に した

り、具体的で簡潔な言葉で表現した
りすることで、低学年の児童にも情
報が伝わるよう配慮されている。

活動場面を豊富な写買やイラス トで

掲載することで、活動への意欲を高
めることができるよう工夫されてい
る。

・ 二次元コー ドを掲載することで、そ
れを活用 して季節の動植物やおも
ちゃの作り方を見たり、音を聞いた

りしながら活動意欲を高めることが
できるよう工夫されている。

・ 写冥を大きく掲載したり、ページの

余白を十分とったりすることでヽ必
要な情報が見やすくなるよう工夫さ
れている。

・ 大きさはAB判で、低学年児童の視
界や目線の高さに配慮した写真を掲
載することで、身の回りと結びつけ
て考えることができるよう工夫され
ている。

信 教

・縦書きの文章で、発達の段階に応 じ
た文章量にすることで、児童が情報
を読み取りやすくなるよう配慮され
ている。

・ 自然豊かな風景の写真や自然の中で

児童が活動する挿絵などを掲載する
ことで、学習意欲を高めることがで

きるよう工夫されている。

・ 紙面がダイナミックに広がるように

折り込み 4ページを使 うことで、内
容を効果的にとらえさせ、児童の関
心をより高めることができるよう工

夫されている。

・挿絵を切 り絵にしたり、伝統行事の

写真を掲載したりすることで、児童
にとつて興味が高まる紙面構成とな
るよう工夫されている。

・大きさはAB判で、季節ごとに繰り
返し訪ねる「いつもの場所」を折り
込み 4ページで掲載することで、虫
や植物活動の変化を比べて考えるこ
とができるよう工夫されている。
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